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理
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衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
の
認
定
に
か
か
る
留
意
事
項
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
の
認
定
に
か
か
る
留
意
事
項
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

御
指
摘
の
「
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
基
準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
住
宅
扶
助
（
家
賃
・
間
代
等
）
の

限
度
額
の
設
定
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
（
平
成
二
十
七
年
四
月
十
四
日
付
け
社
援
発
〇
四
一
四
第
九
号
厚
生
労
働
省
社
会
・
援

護
局
長
通
知
）
に
基
づ
く
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
七
年
六
月
三
十
日
内
閣
衆
質
一
八
九
第
二
八
五
号
）

で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
都
道
府
県
、
市
及
び
福
祉
事
務
所
を
設
置
す
る
町
村
に
対
し
、
「
住
宅
扶
助
の
認
定
に
か

か
る
留
意
事
項
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
（
平
成
二
十
七
年
五
月
十
三
日
付
け
社
援
保
発
〇
五
一
三
第
一
号
厚
生
労
働
省
社
会
・

援
護
局
保
護
課
長
通
知
）
の
発
出
等
を
通
じ
て
周
知
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
平
成
二
十
七
年
七
月
中
に

新
た
な
通
知
を
発
出
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
と
も
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
周
知
徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
。


